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自由な時間の使い方 

◎これは私の、夏休み前にする定番の話です。質問の答を考えながら読んでください。 

★ここに透明なバケツがあります。このバケツに岩を入れます。いっぱいになりました。もう何も  

入りませんか？…… 

★そう、すき間に小石は入ります。いっぱいになりました。 

★もう何も入りませんか？…… 

★そう、砂なら入ります。どんどん入れます。 

★もう何も入りませんか？…… 

★まだ水なら入ります。これでいっぱいになりました。 

☆さすがにもう何も入りません！ 

さて、もう一度バケツをからにします。 
★今度は砂を入れます。 

★次に、砂に何とか小石を埋め入れます…いっぱいになりました。 

★ここに岩は入りますか？ 

水は何とか入るけど、岩どころか、もう石も入りませんね。 

入れる順番が逆だと、大きいものは入らないのです。 
このバケツは「夏休み」のような「自由な時間」です。 

石の大きさは、何かをするときに必要な時間です。だから「岩」は何日もかけないと

できない「自由研究」や「制作活動」､「宿題」も「岩」になりますね。「石」は何時間

もかかる「読書」や「作文」、「スポーツ」や「トレーニ

ング」、また「映画を見る」なんかももこれに入ります。

「趣味」としましょう。「睡眠」も 6 時間ぐらいはほしい

から、結構大きい石です。 

そして「砂」は、本当はすぐにでも切り上げられるもの

です。「ゲーム」とか、「YouTube」とか、「SNS の既

読・送信」や、「ボーッとしている」なども入ります。 

最後に「水」は生きるために必要なものです。食事や入浴、トイレなど、絶対に必要な

時間です。「睡眠」もこの仲間ですが、かなり大きくて大切なので「石」に入れました。 

 この「砂」や「小石」を「バケツは大きいから」と、ダラダラ、

どんどんと入れていると、気がついたら「入れなきゃいけないもの

が入らない！」となってしまいます。 
自由な時間ができた時、

自分にとって「大きな石」

は何か？大きさは？と考え

てください。  

それが、「自由な時間」

というバケツにゆとりを持

って入るように、しっかり

作戦を立ててください。 

（文責：小島義和） 



1 土 理数グランプリ中学部門(若狭湾エネルギー研究センター) 

3 月 全校登校日 

4 火 付属中夏季宿泊研修(三方青年の家)～5 水 

1１火 山の日 

1７月 中２技術授業・夏期特別講座（後期 全学年）～２０日 

２２土 中学・高校オープンスクール(中学校・高２ 午前中登校日) 

２７木 第２学期始業式  気比校祭準備（終日） 

付属中課題テスト 後期生徒会役員選挙公示 

３１月 気比校祭準備（終日） 
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